
(57)【要約】

【課題】　輝度色差信号の画像符号化フォーマットを任

意の画像符号化フォーマットに変換する。

【解決手段】　本発明は、ウェーブレットフィルタによ

り帯域分割されたデータを並び替えや消去などの簡単な

処理を行い、異なるサブサンプリングの輝度色差信号の

画像符号化フォーマットに変換する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 輝 度 色 差 信 号 の 画 像 符 号 化 に お い て 、
　 符 号 化 装 置 の ウ ェ ー ブ レ ッ ト フ ィ ル タ に よ り 帯 域 分 割 さ れ た デ ー タ が ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ
ン ス コ ー ド 装 置 に 入 力 さ れ る と 、 該 デ ー タ を 並 び 替 え る 、 ま た は 、 破 棄 す る 処 理 を 行 い 、
　 異 な る サ ブ サ ン プ リ ン グ の 輝 度 色 差 信 号 の 画 像 符 号 化 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 す る こ と を 特
徴 と す る ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ド 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 異 な る サ ブ サ ン プ リ ン グ の 画 像 符 号 化 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 す る 際 に 、
　 符 号 化 装 置 の ウ ェ ー ブ レ ッ ト フ ィ ル タ に よ り 帯 域 分 割 さ れ た デ ー タ が ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ
ン ス コ ー ド 装 置 に 入 力 さ れ る と 、 任 意 の 成 分 の 周 波 数 帯 域 の サ ブ バ ン ド 係 数 切 捨 て 処 理 、
部 分 的 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 処 理 及 び 符 号 化 デ ー タ の 並 び 替 え を 行 い 、 異 な る サ ブ サ ン プ リ ン グ
の 画 像 符 号 化 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 す る こ と を 特 徴 と す る ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ド 方 法
。
【 請 求 項 ３ 】
　 JPEG2000符 号 化 に お い て 、
　 符 号 化 装 置 か ら 符 号 化 デ ー タ が ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ド 装 置 に 入 力 さ れ る と 、 任 意
の 成 分 の 周 波 数 帯 域 の サ ブ バ ン ド 係 数 切 捨 て 及 び 符 号 化 デ ー タ の 並 び 替 え を 行 い 、
　 対 応 部 分 の ヘ ッ ダ の 書 き 換 え を 行 い 、 JPEG2000符 号 化 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 す る こ と を 特
徴 と す る ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ド 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 輝 度 色 差 信 号 の 画 像 符 号 化 を 行 う た め の ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ド 装 置 で あ っ て 、
　 符 号 化 装 置 の ウ ェ ー ブ レ ッ ト フ ィ ル タ に よ り 帯 域 分 割 さ れ た デ ー タ が 入 力 さ れ る と 、 該
デ ー タ を 並 び 替 え る 手 段 と 、
　 ま た は 、 入 力 さ れ た デ ー タ の 一 部 を 破 棄 す る 手 段 と 、
　 異 な る サ ブ サ ン プ リ ン グ の 輝 度 色 差 信 号 の 画 像 符 号 化 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 し 、 復 号 化 装
置 に 出 力 す る 手 段 と 、 か ら な る ト ラ ン ス コ ー ド 手 段 を 、 有 す る こ と を 特 徴 と す る ス ケ ー ラ
ブ ル ト ラ ン ス コ ー ド 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 異 な る サ ブ サ ン プ リ ン グ の 画 像 符 号 化 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 す る ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ
ー ド 装 置 で あ っ て 、
　 符 号 化 装 置 の ウ ェ ー ブ レ ッ ト フ ィ ル タ に よ り 帯 域 分 割 さ れ た デ ー タ が 入 力 さ れ る と 、 任
意 の 成 分 の 周 波 数 帯 域 の サ ブ バ ン ド 係 数 切 捨 て 処 理 、 部 分 的 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 処 理 及 び 符 号
化 デ ー タ の 並 び 替 え を 行 い 、 異 な る サ ブ サ ン プ リ ン グ の 画 像 符 号 化 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 し
、 復 号 化 装 置 に 出 力 す る 手 段 と 、 か ら な る ト ラ ン ス コ ー ド 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ド 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 JPEG2000符 号 化 を 行 う ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ド 装 置 で あ っ て 、
　 符 号 化 装 置 か ら JPEG2000デ ー タ が ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ド 装 置 に 入 力 さ れ る と 、 任
意 の 成 分 の 周 波 数 帯 域 の サ ブ バ ン ド 係 数 切 捨 て 及 び 符 号 化 デ ー タ の 並 び 替 え を 行 う 手 段 と
、
　 対 応 部 分 の ヘ ッ ダ の 書 き 換 え を 行 い 、 JPEG2000符 号 化 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 し 、 復 号 化 装
置 に 出 力 す る 手 段 と 、 か ら な る ト ラ ン ス コ ー ド 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ス ケ ー ラ ブ
ル ト ラ ン ス コ ー ド 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 画 像 符 号 化 フ ォ ー マ ッ ト を 任 意 の 画 像 符 号 化 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 す る ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ
ン ス コ ー ド プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 請 求 項 1乃 至 ３ 記 載 の ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ド 方 法 を 実 現 す る た め の 処 理 を コ ン ピ
ュ ー タ に 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ド プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ド 方 法 及 び 装 置 及 び プ ロ グ ラ ム に 係 り 、 特 に 、 動
画 像 を 効 率 よ く 伝 送 、 蓄 積 す る た め の カ ラ ー 画 像 符 号 化 に 関 す る ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ
ー ド 方 法 及 び 装 置 及 び プ ロ グ ラ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 デ ィ ジ タ ル 画 像 の 符 号 化 方 式 と し て 、 JPEGや JPEG2000、 MPEG-2や MPEG-4と い っ た 方 式 が
知 ら れ て い る 。 こ れ ら の 符 号 化 方 式 の 一 般 的 な 符 号 化 手 順 と 復 号 手 順 を 図 ２ ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 符 号 化 側 で は 、 符 号 化 器 に デ ー タ を 入 れ る 前 処 理 と し て Ｒ Ｇ Ｂ デ ー タ を ユ ー ザ の 使 用 機
器 等 に 合 わ せ て 任 意 の 画 像 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 し 、 任 意 の 画 像 フ ォ ー マ ッ ト に 対 し て 符 号
化 が 行 わ れ る 。 復 号 側 で は 、 真 逆 の 処 理 が 行 わ れ 、 符 号 化 デ ー タ か ら Ｒ Ｇ Ｂ デ ー タ が 復 号
さ れ る 。 図 ２ ２ 中 の フ ォ ー マ ッ ト 変 換 は 図 ２ ３ に 示 す 操 作 で 行 わ れ 、 色 変 換 部 と サ ブ サ ン
プ ル 部 に よ っ て 構 成 さ れ る 。 色 変 換 部 の 操 作 は 様 々 な も の が 提 案 さ れ て い る が 、 一 般 的 に
Ｉ Ｔ Ｕ 勧 告 ６ ０ １ の 式 （ １ ） （ Ｋ Ｒ ＝ ０ ． ２ ９ ９ ， Ｋ Ｂ ＝ ０ ． １ １ ４ ） が 用 い ら れ 、 Ｒ （
赤 ） 、 Ｇ （ 緑 ） 、 Ｂ （ 青 ） の 三 原 色 画 像 を 輝 度 成 分 Ｙ と 色 差 成 分 Ｃ ｂ ， Ｃ ｒ の 画 像 に 変 換
さ れ る 。 色 変 換 さ れ た YCbCrデ ー タ は 以 下 の 特 徴 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 １ ． モ ノ ク ロ 表 示 器 と の 互 換 性 を 保 つ の が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ２ ． Ｒ Ｇ Ｂ に 比 べ YCbCrは 、 各 成 分 間 の 相 関 が 少 な い た め 、 符 号 化 効 率 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ３ ． 輝 度 成 分 よ り も 色 差 成 分 に 対 し て 感 度 が 鈍 い 視 聴 覚 特 性 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の ３ つ の 特 徴 に よ り 色 差 成 分 は サ ン プ リ ン グ さ れ る 場 合 が 多 く 、 ユ ー ザ の 品 質 要 求
に 応 じ て サ ン プ リ ン グ 器 に よ り ４ ： ２ ： ２ 、 ４ ： ２ ： ０ （ ４ ： １ ： １ ） の サ ブ サ ン プ リ ン
グ 率 の 表 示 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 さ れ る 。 な お 、 各 サ ン プ リ ン グ 率 と 輝 度 信 号 と 色 差 信 号 の
対 応 関 係 は 、 図 ２ ４ 、 図 ２ ５ 、 図 ２ ６ と な り 、 以 下 、 ４ ： ４ ： ４ の 画 像 を YCbCr444、 ４ ：
２ ： ２ の 画 像 を YCbCr422、 ４ ： ２ ： ０ の 画 像 を YCbCr420と 示 す 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
YCbCr444， YCbCr422， YCbCr420の 各 符 号 化 デ ー タ （ こ の 場 合 JPEG2000フ ァ イ ル や MPEGフ ァ
イ ル 等 ） は 、 他 の サ ブ サ ン プ リ ン グ 率 の 画 像 と 互 換 性 は 無 く 、 図 ２ ７ に 示 す 例 の よ う に 、
YCbCr422フ ァ イ ル を YCbCr420の デ コ ー ダ で 復 号 す る こ と は で き な い 。 YCbCr422の 符 号 化 デ
ー タ に す る に は 復 号 処 理 と サ ブ サ ン プ リ ン グ 率 変 換 処 理 並 び に 、 再 符 号 化 処 理 が 必 要 と な
る 。 こ れ ら の 処 理 は 演 算 コ ス ト が 多 く 処 理 に 時 間 が か か る 他 、 変 換 処 理 の た め の 画 像 劣 化
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も 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 サ ブ サ ン プ リ ン グ 率 変 換 処 理 は 、 画 像 の サ イ ズ を 変 換 し て い る こ と と 等 し く 、 空 間 解 像
度 の ス ケ ー ラ ブ ル 機 能 は 、 MPEG２ 、 MPEG-4、 及 び 、 JPEG2000も 備 え て い る 。 MPEG-2と MPEG
-4で は 、 デ ー タ を 階 層 化 し て 持 つ こ と に よ り 空 間 ス ケ ー ラ ビ リ テ ィ 機 能 を 可 能 に し て お り
、 こ の 方 法 を 画 像 フ ォ ー マ ッ ト 変 換 に 応 用 し た 方 法 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 方 法 は 、 色 差 信 号 成 分 に 対 し て 奇 数 番 目 と 偶 数 番 目 の 走 査 線 毎 に 符 号 化 を 行 う 機 構
を MPEG2や MPEG4に 導 入 す る こ と に よ り 、 単 純 に ビ ッ ト ス ト リ ー ム を 切 り 捨 て る だ け で 異 な
っ た サ ブ サ ン プ リ ン グ 率 の 符 号 化 デ ー タ を 作 成 す る 方 法 で あ る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参
照 ） 。 ま た 、 JPEG2000符 号 化 方 式 で は 、 レ イ ヤ 、 空 間 解 像 度 レ ベ ル 、 位 置 、 コ ン ポ ー ネ ン
ト の ４ つ の 優 先 順 位 が 付 け ら れ 、 そ の 並 び 方 を ５ つ の パ タ ー ン で ユ ー ザ が 任 意 に 選 択 で き
る 。 こ れ に よ り 、 JPEG2000の デ ー タ 構 造 は ス ケ ー ラ ビ リ テ ィ を 持 つ こ と と な り 、 任 意 の デ
ー タ を 切 り 捨 て る こ と に よ り 解 像 度 変 換 が 可 能 と な る 。 し か し 、 任 意 の デ ー タ が 切 り 捨 て
ら れ た デ ー タ の 処 理 方 法 は 、 JPEG2000の 規 格 に は 含 ま れ て お ら ず 、 デ コ ー ダ の 仕 様 次 第 で
は 復 号 す る こ と は で き な い 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 L.Yuan, G.Shen, F.Wu,S.Li, W.Gao, “ Color Space Compatible Codin
g Framework for YUV422 Video Coding”  ICASP 2004
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 従 来 の 非 特 許 文 献 １ の 手 法 は 、 YCbCr422か ら YCbCr420を 簡 単 な 操 作 に よ っ て 作 成 で
き る 方 法 で あ り 、 放 送 機 器 か ら 民 生 用 機 器 に 至 る ま で 幅 広 い 機 器 に 対 応 す る こ と が 望 ま れ
る 。 し か し 、 非 特 許 文 献 １ の 手 法 は 、 現 在 用 い ら れ て い る 汎 用 の デ コ ー ダ で は 復 号 す る こ
と が で き な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 点 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 汎 用 の JPEG2000デ コ ー ダ で も 再 生 で き 、 簡 単
な 操 作 に よ っ て 任 意 の サ ブ サ ン プ リ ン グ 画 像 を 作 成 す る こ と が 可 能 な カ ラ ー 画 像 符 号 化 に
関 す る 方 法 及 び 装 置 及 び プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 （ 請 求 項 １ ） は 、 輝 度 色 差 信 号 の 画 像 符 号 化 に お い て 、
　 符 号 化 装 置 の ウ ェ ー ブ レ ッ ト フ ィ ル タ に よ り 帯 域 分 割 さ れ た デ ー タ が ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ
ン ス コ ー ド 装 置 に 入 力 さ れ る と 、 該 デ ー タ を 並 び 替 え る 、 ま た は 、 破 棄 す る 処 理 を 行 い 、
　 異 な る サ ブ サ ン プ リ ン グ の 輝 度 色 差 信 号 の 画 像 符 号 化 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 （ 請 求 項 ２ ） は 、 異 な る サ ブ サ ン プ リ ン グ の 画 像 符 号 化 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 す る
際 に 、
　 符 号 化 装 置 の ウ ェ ー ブ レ ッ ト フ ィ ル タ に よ り 帯 域 分 割 さ れ た デ ー タ が ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ
ン ス コ ー ド 装 置 に 入 力 さ れ る と 、 任 意 の 成 分 の 周 波 数 帯 域 の サ ブ バ ン ド 係 数 切 捨 て 処 理 、
部 分 的 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 処 理 及 び 符 号 化 デ ー タ の 並 び 替 え を 行 い 、 異 な る サ ブ サ ン プ リ ン グ
の 画 像 符 号 化 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 （ 請 求 項 ３ ） は 、 JPEG2000符 号 化 に お い て 、
　 符 号 化 装 置 か ら 符 号 化 デ ー タ が ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ド 装 置 に 入 力 さ れ る と 、 任 意
の 成 分 の 周 波 数 帯 域 の サ ブ バ ン ド 係 数 切 捨 て 及 び 符 号 化 デ ー タ の 並 び 替 え を 行 い 、
　 対 応 部 分 の ヘ ッ ダ の 書 き 換 え を 行 い 、 JPEG2000符 号 化 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 原 理 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 本 発 明 （ 請 求 項 ４ ） は 、 輝 度 色 差 信 号 の 画 像 符 号 化 を 行 う た め の ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス
コ ー ド 装 置 で あ っ て 、
　 符 号 化 装 置 ２ ０ ０ の ウ ェ ー ブ レ ッ ト フ ィ ル タ に よ り 帯 域 分 割 さ れ た デ ー タ が 入 力 さ れ る
と 、 該 デ ー タ を 並 び 替 え る 手 段 と 、
　 ま た は 、 入 力 さ れ た デ ー タ の 一 部 を 破 棄 す る 手 段 と 、
　 異 な る サ ブ サ ン プ リ ン グ の 輝 度 色 差 信 号 の 画 像 符 号 化 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 し 、 復 号 化 装
置 に 出 力 す る 手 段 と 、 か ら な る ト ラ ン ス コ ー ド 手 段 １ １ ０ を 、 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 （ 請 求 項 ５ ） は 、 異 な る サ ブ サ ン プ リ ン グ の 画 像 符 号 化 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 す る
ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ド 装 置 で あ っ て 、
　 符 号 化 装 置 の ウ ェ ー ブ レ ッ ト フ ィ ル タ に よ り 帯 域 分 割 さ れ た デ ー タ が 入 力 さ れ る と 、 任
意 の 成 分 の 周 波 数 帯 域 の サ ブ バ ン ド 係 数 切 捨 て 処 理 、 部 分 的 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 処 理 及 び 符 号
化 デ ー タ の 並 び 替 え を 行 い 、 異 な る サ ブ サ ン プ リ ン グ の 画 像 符 号 化 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 し
、 復 号 化 装 置 に 出 力 す る 手 段 と 、 か ら な る ト ラ ン ス コ ー ド 手 段 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 （ 請 求 項 ６ ） は 、 JPEG2000符 号 化 を 行 う ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ド 装 置 で あ っ
て 、
　 符 号 化 装 置 か ら JPEG2000デ ー タ が ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ド 装 置 に 入 力 さ れ る と 、 任
意 の 成 分 の 周 波 数 帯 域 の サ ブ バ ン ド 係 数 切 捨 て 及 び 符 号 化 デ ー タ の 並 び 替 え を 行 う 手 段 と
、
　 対 応 部 分 の ヘ ッ ダ の 書 き 換 え を 行 い 、 JPEG2000符 号 化 フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 し 、 復 号 化 装
置 に 出 力 す る 手 段 と 、 か ら な る ト ラ ン ス コ ー ド 手 段 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 （ 請 求 項 ７ ） は 、 画 像 符 号 化 フ ォ ー マ ッ ト を 任 意 の 画 像 符 号 化 フ ォ ー マ ッ ト に 変
換 す る ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ド プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 請 求 項 1乃 至 ３ 記 載 の ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ド 方 法 を 実 現 す る た め の 処 理 を コ ン ピ
ュ ー タ に 実 行 さ せ る プ ロ グ ラ ム で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 簡 単 な 操 作 で 画 像 フ ォ ー マ ッ ト を ス ケ ー ラ ブ ル に 変 換 で
き 、 画 像 表 示 機 器 や 用 途 に 応 じ た デ ー タ 変 換 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 作 成 さ れ る 符 号 化 デ ー タ は 、 汎 用 の JPEG2000デ コ ー ダ で 再 生 で き 、 変 換 に 必 要 な 処 理 時
間 は 従 来 の 画 像 フ ォ ー マ ッ ト 変 換 を 行 う よ り も 重 複 す る 処 理 を 省 け る た め に 処 理 時 間 を 短
縮 で き 、 画 質 も ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換 の 帯 域 制 限 を 利 用 す る こ と に よ り エ リ ア シ ン グ を 回 避
す る こ と に よ り 高 く で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 図 面 と 共 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 同 図 に 示 す シ ス テ ム は 、 符 号 化 装 置 ２ ０ ０ 、 ト ラ ン ス コ ー ダ １ ０ ０ 、 復 号 化 装 置 ３ ０ ０
か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 符 号 化 装 置 ２ ０ ０ は 、 ウ ェ ー ブ レ ッ ト フ ィ ル タ を 有 す る ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換 部 ２ １ ０ 、
画 像 を 符 号 化 し 単 一 の 圧 縮 符 号 化 デ ー タ を 生 成 す る 符 号 化 部 ２ ２ ０ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ト ラ ン ス コ ー ダ １ ０ ０ は 、 ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ダ で あ り 、 表 示 フ ォ ー マ ッ ト 変 換
に 必 要 な 圧 縮 デ ー タ の 一 部 の ビ ッ ト ス ト リ ー ム を 取 り 出 し 、 場 合 に よ っ て は 、 圧 縮 デ ー タ
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の 並 び 替 え 操 作 等 の 簡 単 な 操 作 に よ り サ ブ サ ン プ リ ン グ の 異 な っ た 符 号 化 デ ー タ を 符 号 化
装 置 ３ ０ ０ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 復 号 化 装 置 ３ ０ ０ は 、 ト ラ ン ス コ ー ダ １ ０ ０ か ら 取 得 し た 符 号 化 デ ー タ を 復 号 す る 復 号
化 部 ３ １ ０ と 、 復 号 化 さ れ た デ ー タ に 対 し て 逆 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換 を 行 う 逆 ウ ェ ー ブ レ ッ
ト 変 換 部 ３ ２ ０ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 に 種 々 の ト ラ ン ス コ ー ダ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ［ 第 １ の 実 施 の 形 態 ］
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 YCbCr444の 表 示 フ ォ ー マ ッ ト か ら YCbCr420の 表 示 フ ォ ー マ ッ ト に 変
換 可 能 な ト ラ ン ス コ ー ダ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る ト ラ ン ス コ ー ダ の 基 本 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 同 図 に 示 す ト ラ ン ス コ ー ダ １ ０ ０ は 、 デ ー タ 破 棄 部 １ ０ と ヘ ッ ダ 書 き 換 え 部 １ １ を 有 す
る 。 当 該 ト ラ ン ス コ ー ダ １ ０ ０ に は 、 JPEG2000デ ー タ が 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ト ラ ン ス コ ー ダ １ ０ ０ に 入 力 さ れ る JPEG2000デ ー タ を 以 下 の よ う に 仮 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 表 示 フ ォ ー マ ッ ト ： YCbCr444
　 Ｄ Ｗ Ｔ レ ベ ル 数 ： ２
　 プ レ シ ン ク ト ： ｏ ｆ ｆ
　 プ ロ グ レ ッ シ ョ ン オ ー ダ ： Ｒ Ｌ Ｃ Ｐ
　 レ イ ヤ ： １
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る JPEG200デ ー タ デ ー タ 構 造 Ｒ Ｌ Ｃ Ｐ で あ り
、 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る Mallet分 割 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 今 、 YCbCr444の 画 像 を YCbCr420の 画 像 に 変 換 す る こ と を 考 え る と 、 そ れ は 色 差 信 号 を 如
何 に 面 積 １ ／ ４ 倍 の 画 像 を 作 成 す る か と い う 問 題 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 ６ の Ｌ Ｌ ２ ， Ｈ Ｌ ２ ， Ｌ Ｈ ２ ， Ｈ Ｈ ２ を 面 積 １ ／ ４ 画 像 と し て 用
い る 方 法 を 述 べ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま ず 、 ト ラ ン ス コ ー ダ １ ０ ０ に 入 力 さ れ た 符 号 化 画 像 YCbCr444は 、 デ ー タ 破 棄 部 １ ０ に
よ っ て 色 差 成 分 （ CbCr） の 最 高 周 波 数 帯 域 が 破 棄 さ れ る 。 こ れ は 、 図 ４ か ら も わ か る よ う
に 、 デ ー タ 構 造 の 一 番 最 後 を た だ 切 り 捨 て る 作 業 に 等 し い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 ヘ ッ ダ 書 き 換 え 部 １ １ に お い て 、 対 応 す る 部 分 の 情 報 を 書 き 換 え る 。 こ の 場 合 、
書 き 換 え る ヘ ッ ダ 部 分 は ３ 箇 所 あ り 、 SIZマ ー カ セ グ メ ン ト の Ｘ Ｒ siz（ ２ ， ３ ） と 、 Ｙ Ｒ
siz（ ２ ， ３ ） を 書 き 換 え 、 コ ン ポ ー ネ ン ト 符 号 ス タ イ ル マ ー カ を 付 け 加 え 、 SOTマ ー カ セ
グ メ ン ト の Ｐ sotを 書 き 換 え る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ト ラ ン ス コ ー ダ １ ０ ０ か ら 出 力 さ れ た YCｂ Cr420は 、 色 成 分 の DWTレ ベ ル 数 が ト ラ ン ス コ
ー ド 前 の デ ー タ よ り も ひ と つ 少 な く な る 特 徴 を 持 っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 効 果 を 示 す 図 で あ り 、 各 色 差 成 分 に 対 す る
PSNR-Entropy特 性 を 示 す 。 実 験 に は 、 デ ィ ジ タ ル シ ネ マ テ ス ト 素 材 の StEM（ http://www.d
cimovies.com/） を 用 い た 。 従 来 方 法 は 、 YCｂ Cr444の 画 像 を 復 号 し た 後 、 ダ ウ ン サ ン プ ル
法 に て YCｂ Cr420の 画 像 を 作 成 し 、 ２ 度 目 の 符 号 化 を し た 。 な お 、 従 来 方 法 で は 、 品 質 の
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ベ ス ト ケ ー ス を 想 定 し 、 １ 度 目 の 符 号 化 で は 量 子 化 等 の 作 業 は 行 わ な か っ た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 [第 ２ の 実 施 の 形 態 ]
　 本 実 施 の 形 態 で も 、 YCbCr444の 表 示 フ ォ ー マ ッ ト か ら YCbCr420の 表 示 フ ォ ー マ ッ ト に 変
換 可 能 な ト ラ ン ス コ ー ダ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ８ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る ト ラ ン ス コ ー ダ の 基 本 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 同 図 に 示 す ト ラ ン ス コ ー ダ １ ０ ０ は 、 逆 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 部 １ ２ 、 デ ー タ 破 棄 部 １ ３
、 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 部 １ ４ 、 ヘ ッ ダ 書 き 換 え 部 15を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 下 で は 、 ト ラ ン ス コ ー ダ １ ０ ０ に 入 力 さ れ る JPEG2000デ ー タ を 前 述 の 第 1の 実 施 の 形
態 と 同 様 に 、 下 記 の よ う に 仮 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 表 示 フ ォ ー マ ッ ト ： YCｂ Cr444
　 DWTレ ベ ル 数 ： ２
　 プ レ シ ン ク ト ： off
　 プ ロ グ レ ッ シ ョ ン オ ー ダ ： RLCP
　 レ イ ヤ ： １
　 前 述 の 第 1の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 YCｂ Cr444の 画 像 を YCbCr420の 画 像 に 変 換 す る こ と を
考 え る と 、 そ れ は 、 色 差 信 号 を 如 何 に 面 積 1/4倍 の 画 像 を 作 成 す る か と い う 問 題 と な る 。
本 実 施 の 形 態 で は 、 図 ９ に 示 す ダ ウ ン サ ン プ リ ン グ 法 を 用 い る こ と に よ り 面 積 1/4画 像 と
し て 用 い る 方 法 を 述 べ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま ず 、 ト ラ ン ス コ ー ダ １ ０ ０ に 入 力 さ れ た YCｂ Cr444の 画 像 は 、 逆 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化
部 １ ２ に よ り ウ ェ ー ブ レ ッ ト 係 数 に 戻 さ れ る 。 次 に 、 デ ー タ 破 棄 部 １ ３ に よ っ て 水 平 垂 直
方 向 に そ れ ぞ れ 半 分 間 引 か れ る 。 次 に 、 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 部 １ ４ で 符 号 化 さ れ 、 ヘ ッ ダ
書 き 換 え 部 １ ５ に て 、 対 応 す る 部 分 の 情 報 を 書 き 換 え る 。 こ の 場 合 、 書 き 換 え る ヘ ッ ダ 部
は ２ 箇 所 あ り 、 SIZマ ー カ セ グ メ ン ト の XRsiz（ ２ ， ３ ） と YRsiz（ ２ ， ３ ） を 書 き 換 え 、 S
OTマ ー カ セ グ メ ン ト の Psotを 書 き 換 え る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ ０ 、 図 １ １ に 本 実 施 の 形 態 を 行 っ た 結 果 を 示 す 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 エ リ ア シ ン グ
の 影 響 が 大 き く 再 生 画 像 に 影 響 を 与 え る こ と が 予 想 さ れ る 。 そ の た め 、 実 験 に は 高 周 波 数
成 分 が 多 い た め エ リ ア シ ン グ に よ る 画 像 劣 化 が 大 き い と 考 え ら れ る 「 baboon」 と 「 barbar
a」 を 用 い た 。 な お 、 品 質 の ベ ス ト ケ ー ス を 想 定 し 、 １ 度 目 の 符 号 化 で は 量 子 化 な ど の 作
業 は 行 わ な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 [第 ３ の 実 施 の 形 態 ]
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 前 述 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 方 法 で YCｂ Cr444の 画 像 を YCｂ Cr4
22の 画 像 に 変 換 す る こ と を 考 え る 。 な お 、 ト ラ ン ス コ ー ダ １ ０ ０ の 構 成 は 、 第 ２ の 実 施 の
形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 第 ３ の 実 施 の 形 態 と し て 図 １ ２ に つ い て ダ ウ ン サ ン プ リ ン グ 法 を 用 い る こ と に よ り 、 面
積 １ ／ ２ 画 像 （ 図 １ ２ （ ｂ ） ） を 作 成 す る 方 法 を 述 べ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま ず 、 ト ラ ン ス コ ー ダ １ ０ ０ に 入 力 さ れ た YCｂ Cr444の 画 像 は 逆 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 部
１ ２ に よ り ウ ェ ー ブ レ ッ ト 係 数 に 戻 さ れ る 。 次 に 、 デ ー タ 破 棄 部 １ ３ に よ っ て 垂 直 方 向 に
半 分 間 引 か れ る 。 次 に 、 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 部 １ ４ で 符 号 化 さ れ 、 ヘ ッ ダ 書 き 換 え 部 １ ５
に て 対 応 す る 部 分 の 情 報 を 書 き 換 え る 。 こ の 場 合 、 書 き 換 え る ヘ ッ ダ 部 は ２ 箇 所 あ り 、 SI
Zマ ー カ セ グ メ ン ト の XRsiz（ ２ ， ３ ） と YRsiz（ ２ ， ３ ） を 書 き 換 え 、 SOTマ ー カ セ グ メ ン
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ト の Psotを 書 き 換 え る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ ３ 、 図 １ ４ に 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 行 っ た 結 果 を 示 す 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 エ リ ア シ
ン グ の 影 響 が 大 き く 再 生 画 像 に 影 響 を 与 え る こ と が 予 想 さ れ る 。 そ の た め 、 実 験 に は 高 周
波 成 分 が 多 い た め エ リ ア シ ン グ に よ る 画 像 劣 化 が 大 き い と 考 え ら れ る 「 baboon」 と 「 barb
ara」 を 用 い た 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 品 質 の ベ ス ト ケ ー ス を 想 定 し 、 １ 度 目 の 符 号
化 で は 量 子 化 な ど の 作 業 は 行 わ な か っ た 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 [第 ４ の 実 施 の 形 態 ]
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 YCｂ Cr444の 表 示 フ ォ ー マ ッ ト か ら YCｂ Cr422の 表 示 フ ォ ー マ ッ ト に
変 換 可 能 な ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ダ を 用 い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お け る ト ラ ン ス コ ー ダ の 基 本 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 同 図 に 示 す ト ラ ン ス コ ー ダ １ ０ ０ は 、 逆 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 部 １ ７ 、 デ ー タ 破 棄 部 １ ８
、 部 分 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 部 １ ９ 、 部 分 逆 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 部 ２ ０ 、 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 部 ２ １
、 ヘ ッ ダ 書 き 換 え 部 ２ ２ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 下 で は 、 ト ラ ン ス コ ー ダ １ ０ ０ に 入 力 さ れ る JPEG2000デ ー タ を 下 記 の よ う に 仮 定 す る
。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 表 示 フ ォ ー マ ッ ト ： YcbCr444
　 DWTレ ベ ル 数 ： ２
　 プ レ シ ン ク ト ： off
　 プ ロ グ レ ッ シ ョ ン オ ー ダ ： RLCP
　 レ イ ヤ ： １
　 今 、 YCbCr444の 画 像 を YCｂ Cr422の 画 像 に 変 換 す る こ と を 考 え る と 、 そ れ は 、 色 差 信 号

如 何 に 面 積 １ ／ ２ 倍 の 画 像 を 作 成 す る か と い う 問 題 と な る 。 第 ３ の 実 施 の 形 態 で は 、 ダ
ウ ン サ ン プ リ ン グ 法 を 用 い て １ ／ ２ 画 像 を 作 成 し た が 、 本 実 施 の 形 態 と し て は 、 図 １ ２ 中
の LL2， HL2， LH2， HH2， LH1を 用 い て 面 積 の １ ／ ２ の 画 像 を 作 成 す る 方 法 を 述 べ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま ず 、 ト ラ ン ス コ ー ダ １ ０ ０ に 入 力 さ れ た 符 号 化 画 像 YCｂ Cr444は 、 逆 エ ン ト ロ ピ ー 符
号 化 部 １ ７ に よ っ て ウ ェ ー ブ レ ッ ト 係 数 に 戻 さ れ る 。 次 に 、 デ ー タ 破 棄 部 １ ８ に よ っ て 色
差 成 分 （ CbCr） の HL1及 び HH1成 分 が 破 棄 さ れ る 。 次 に 、 部 分 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 部 １ ９ に よ っ
て LH1か ら LH1’ 及 び HH1’ 、 LL2か ら LL2’ 及 び HL2’ 、 LH2か ら LH2’ 及 び HH2’ を 作 成 す る
。 次 に 、 部 分 逆 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 部 ２ ０ に よ っ て HL2及 び HH2よ り HL1’ を 作 成 す る 。 次 に 、
エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 部 ２ １ に よ っ て 符 号 化 を 行 い 、 ヘ ッ ダ 書 き 換 え 部 ２ ２ に よ り 対 応 す る
箇 所 を 書 き 換 え る 。 こ の 場 合 、 書 き 換 え る ヘ ッ ダ 部 は ２ 箇 所 あ り 、 SIZマ ー カ セ グ メ ン ト
の XRsiz（ ２ ， ３ ） と YRsiz（ ２ ， ３ ） を 書 き 換 え 、 SOTマ ー カ セ グ メ ン ト の Psotを 書 き 換
え る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ ６ に 第 ４ の 実 施 の 形 態 を 行 っ た 場 合 の 効 果 と し て 、 各 色 差 成 分 に 対 す る PSNR-Entro
py特 性 を 示 す 。 実 験 に は 、 デ ィ ジ タ ル シ ネ マ テ ス ト 素 材 の StEM(http://www.dcimovies.co
m/)を 用 い た 。 従 来 方 法 は 、 YCbCr444の 画 像 を 復 号 し た 後 ダ ウ ン サ ン プ ル 法 に て YCｂ Cr422
の 画 像 を 作 成 し 、 ２ 度 符 号 化 し た 。 な お 、 従 来 方 法 及 び Propose1は 、 品 質 の ベ ス ト ケ ー ス
を 想 定 し 、 １ 度 目 の 符 号 化 で は 量 子 化 な ど の 作 業 は 行 わ な か っ た 場 合 で あ り 、 Propose2は
１ 度 目 の 符 号 化 時 に 量 子 化 等 で 情 報 量 を 減 ら し て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 [第 ５ の 実 施 の 形 態 ]
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 YCｂ Cr444の 表 示 フ ォ ー マ ッ ト か ら YCbCr422の 表 示 フ ォ ー マ ッ ト に
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変 換 可 能 な ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ダ を 用 い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 １ ７ は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る ト ラ ン ス コ ー ダ の 基 本 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 前 述 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 と 異 な る 点 は 部 分 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換 部 １ ９ 、 部 分 逆 ウ ェ ー ブ
レ ッ ト 変 換 部 ２ ０ を 持 た な い と こ ろ で あ る 。 そ の 代 わ り に 、 デ ー タ 入 れ 替 え 部 ２ ６ で ウ ェ
ー ブ レ ッ ト 変 換 部 １ ９ 及 び 部 分 逆 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換 部 ２ ０ の 操 作 を 図 １ ８ 、 図 １ ９ に 示
す 方 法 で 代 用 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 １ ８ で は 、 垂 直 ラ イ ン 毎 に ２ つ に 分 割 す る こ と に よ り 、 擬 似 的 に ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換
を 行 う 。 図 １ ９ で は 、 水 平 ラ イ ン 毎 に １ つ に 結 合 す る こ と に よ り 、 擬 似 的 に 逆 ウ ェ ー ブ レ
ッ ト 変 換 を 行 う 。 他 の 処 理 は 、 前 述 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 な お 、 重 要 な LL1’ な ど の 箇 所 は 、 LL2及 び LH2か ら LL1’ を 作 成 す る の で は な く 、 LH2の
代 わ り に LL2を 用 い る （ つ ま り 、 ア ッ プ サ ン プ ル 法 に よ り LL1’ を 作 成 す る ） な ど す る こ と
に よ り 画 質 が 向 上 す る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ２ ０ 、 図 ２ １ の 本 実 施 の 形 態 を 行 っ た 場 合 の 結 果 を 示 す 。 第 ５ の 実 施 の 形 態 で は 、 エ
リ ア シ ン グ の 影 響 が 大 き く 再 生 画 像 に 影 響 を 与 え る こ と が 予 想 さ れ る 。 そ の た め 、 実 験 に
は 高 周 波 数 成 分 が 多 い た め エ リ ア シ ン グ に よ る 画 像 劣 化 が 大 き い と 考 え ら れ る 「 baboon」
と 「 barbara」 を 用 い た 。 な お 、 色 差 信 号 の 再 生 周 波 数 は 図 ２ １ に 示 し た 方 法 で LL2及 び LH
2か ら LL1’ を 作 成 し た の で は な く 、 LH2の 代 わ り に LL2を 用 い た 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 な お 、 上 記 の 各 実 施 の 形 態 に お け る 図 ２ 、 図 ６ 、 図 １ ５ 、 図 １ ７ に 示 す ト ラ ン ス コ ー ダ
の 各 構 成 要 素 の 動 作 を プ ロ グ ラ ム と し て 構 築 し 、 ト ラ ン ス コ ー ダ と し て 利 用 さ れ る コ ン ピ
ュ ー タ に イ ン ス ト ー ル す る 、 ま た は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 流 通 さ せ る こ と が 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 構 築 さ れ た プ ロ グ ラ ム を ト ラ ン ス コ ー ダ と し て 利 用 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 さ
れ る ハ ー ド デ ィ ス ク 装 置 や 、 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク 、 CD-ROM等 の 可 搬 記 憶 媒 体 に 格 納 し 、
コ ン ピ ュ ー タ に イ ン ス ト ー ル す る 、 ま た は 、 配 布 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 記 の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 内 に お い て
種 々 変 更 ・ 応 用 が 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 本 発 明 は 、 動 画 像 を 伝 送 ・ 蓄 積 す る た め の 符 号 化 及 び 復 号 に 関 す る 技 術 に 適 用 可 能 で あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 原 理 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る ト ラ ン ス コ ー ダ の 基 本 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る JPEG2000デ ー タ 構 造 RLCPで あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る Mallat分 割 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 色 差 信 号 の 解 像 度 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 効 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る ト ラ ン ス コ ー ダ の 基 本 構 成 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 色 差 信 号 の 解 像 度 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 結 果 （ baboon） で あ る 。
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【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 結 果 （ barbara） で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 色 差 信 号 の 解 像 度 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 結 果 （ baboon） で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 結 果 （ barbara） で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お け る ト ラ ン ス コ ー ダ の 基 本 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お け る 効 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る ト ラ ン ス コ ー ダ の 基 本 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る 擬 似 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換 を 説 明 す る た め の
図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る 擬 似 逆 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換 を 説 明 す る た め
の 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 の 結 果 （ baboon） で あ る 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る 結 果 （ barbara） で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 一 般 的 な 符 号 化 ・ 復 号 手 順 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 一 般 的 な フ ォ ー マ ッ ト 変 換 の 方 法 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 ４ ： ２ ： ０ の 空 間 対 応 関 係 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 ４ ： ２ ： ２ の 空 間 対 応 関 係 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 ４ ： ４ ： ４ の 空 間 対 応 関 係 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 一 般 的 な シ ス テ ム の 互 換 性 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
１ ０ 　 デ ー タ 破 棄 部
１ １ 　 ヘ ッ ダ 書 き 換 え 部
１ ２ 　 逆 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 部
１ ３ 　 デ ー タ 破 棄 部
１ ４ 　 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 部
１ ５ 　 ヘ ッ ダ 書 き 換 え 部
１ ７ 　 逆 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 部
１ ８ 　 デ ー タ 破 棄 部
１ ９ 　 部 分 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 部
２ ０ 　 部 分 逆 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 部
２ １ 　 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 部
２ ２ 　 ヘ ッ ダ 書 き 換 え 部
２ ４ 　 逆 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 部
２ ５ 　 デ ー タ 破 棄 部
２ ６ 　 デ ー タ 入 れ 替 え 部
２ ７ 　 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 部
２ ８ 　 ヘ ッ ダ 書 き 換 え 部
１ ０ ０ 　 ス ケ ー ラ ブ ル ト ラ ン ス コ ー ド 装 置
１ １ ０ 　 ト ラ ン ス コ ー ド 手 段
２ ０ ０ 　 符 号 化 装 置
２ １ ０ 　 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換 部
２ ２ ０ 　 符 号 化 部
３ ０ ０ 　 復 号 化 装 置
３ １ ０ 　 復 号 化 部
３ ２ ０ 　 逆 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換 部
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